
　

豊
橋
市
は
明
治
39
年
８
月
１
日
に
全
国
で
62
番
目
の
市
と
し
て
誕
生
し
、
今
年
110
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
記
念
日
を
祝
う
た
め
、
表
彰
な
ど
を
行
う
第
一
部
と
、
次
世
代
を
担
う

若
者
が
主
体
の
第
二
部
の
２
部
構
成
で
市
制
施
行
110
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

松井玲奈さんが豊橋ふるさと大使、
豊橋カレーうどん大使に就任！

　
松
井
玲
奈
さ
ん
に
「
豊
橋
ふ
る
さ
と
大
使
」

「
豊
橋
カ
レ
ー
う
ど
ん
大
使
」と
し
て
、
本
市

の
魅
力
や
ご
当
地
グ
ル
メ  

豊
橋
カ
レ
ー
う
ど

ん
の
美
味
し
さ
を
全
国
へ
発
信
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
な
お
、
大
使
委
嘱
式
を
第
二
部
で
行

い
ま
す
。
申
込
方
法
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

松
ま つ い

井 玲
れ な

奈さん
　女優   豊橋市出身

　ＳＫＥ 48 メンバーとして
   活躍し、平成 27 年 8 月卒業。
   現在、女優としてテレビや
　舞台などで活躍中。
　主演舞台「新・幕末純情伝」が
   大きな話題となっています。

市
制
施
行　

周
年

記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す

　※要申し込み
式典第二部

と　
き
　
８
月
１
日
㈪

と
こ
ろ
　
穂
の
国
と
よ
は
し
芸
術
劇
場 「
プ
ラ
ッ
ト
」

　
　
　
　

主
ホ
ー
ル（
西
小
田
原
町
）

観
覧
料　
無
料

式
典
の
よ
う
す
は
110
周
年
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
生
配
信
予
定
で
す
。

〈
内
容
な
ど
〉く
す
の
き
特
別
支
援
学
校
ス
テ
ィ
ー

ル
パ
ン
演
奏
、
豊
橋
南
高
校
応
援
団
演
舞
、
豊

丘
高
校
和
太
鼓
演
奏
、
藤
ノ
花
女
子
高
校
レ
ッ

ド
ペ
ッ
パ
ー
ズ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
豊
橋
東
高
校

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
な
ど

定　
　
員
　
３
５
０
人
程
度（
抽
選
。全
席
指
定
。

　
　
　
　
　

結
果
は
郵
送
で
7
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

全
員
に
通
知
）

申
し
込
み
　

7
月
19
日（
必
着
）ま
で
に
返
信
先

　
　
　
　
　

明
記
の
往
復
は
が
き（
１
枚
2
人

　
　
　
　
　
ま
で
。
2
回
以
上
の
応
募
は
無
効
）

　
　
　
　
　
で
代
表
者
の
郵
便
番
号
・
住
所
・

　
　
　
　
　

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
、
参
加

　
　
　
　
　

者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
、
車
い
す

　
　
　
　
　
で
観
覧
希
望
の
場
合
は
そ
の
旨
を

　
　
　
　
　

秘
書
課（
〒
440-

８
５
０
１
住
所
不

　
　
　
　
　

要
☎
51
・
２
０
０
５
）

■
そ
の
他
の
催
し

・
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
６
作
品
先
行

　
展
示（
交
流
ス
ク
エ
ア
）

・
偉
人
カ
フ
ェ（
交
流
ス
ク
エ
ア
な
ど
）

・
高
校
生
に
よ
る
展
示（
研
修
室
大
）

特集

■
第
二
部（
午
後
２
時
～
４
時
15
分
）※
申
し
込

　
み
必
要

・
豊
橋
ふ
る
さ
と
大
使
、
豊
橋
カ
レ
ー
う
ど
ん

           

大
使
委い

し
ょ
く嘱

式（
下
記
参
照
）

・     H
ello,W

orld  !     

ツ
ナ
ガ
リ   

ツ
ヅ
ケ
ル    

ジ
セ
ダ
イ

　
高
校
生
た
ち
が
苦
悩
や
葛か

っ
と
う藤

を
乗
り
越
え
、
新

　
た
な
価
値
を
創
造
す
る
大
人
に
な
る
た
め
の
成

　
長
の
過
程
を
舞
台
で
表
現
し
ま
す
。
ま
た
、
絵

　
画
や
写
真
な
ど
の
作
品
展
示
も
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
記
念
式
典
の
開
催
に
つ
い
て
／
行
政
課（
☎
51
・
２
０
２
7
）、

　
　
　
　
　

          

名
誉
市
民
推
戴
・
ふ
る
さ
と
大
使
委
嘱
に
つ
い
て
／
秘
書
課

　
　
　
　
　

       （
☎
51
・
２
０
０
5
）

■
第
一
部（
午
前
９
時
30
分
～
正
午
）※
申
し
込

　
み
不
要
。
満
席
の
場
合
、
別
室
で
映
像
観
覧

・
名
誉
市
民
推す

い
た
い戴（

左
ペ
ー
ジ
参
照
）　

・
豊
橋
市
表
彰
、
教
育
・
体
育
・
文
化
表
彰（
受

　

賞
者
は
４
・
５
ペ
ー
ジ
参
照
）

・
感
謝
状
贈
呈

　
各
分
野
で
市
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
労

　

者
110
人
に
感
謝
状
を
贈
呈

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
合
唱
、
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
マ
ー
チ
ン
グ

　
バ
ン
ド

１１０
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特集　市制施行110周年 記念式典を開催します

■
名
誉
市
民
に
つ
い
て

　
名
誉
市
民
と
は
、本
市
の
市
政
、産
業
、学
術
、

文
化
な
ど
の
進
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
方
に
贈

ら
れ
る
称
号
で
す
。
こ
れ
ま
で
10
人
の
方
が
名

誉
市
民
に
な
ら
れ
て
お
り
、
神
野
さ
ん
は
26
年

ぶ
り
11
人
目
の
名
誉
市
民
と
な
り
ま
す
。
推
戴

式
は
市
制
施
行
110
周
年
記
念
式
典
の
中
で
行
わ

れ
ま
す
。
豊
橋
市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
神
野

さ
ん
の
功
績
を
紹
介
し
ま
す
。

■
功
績

　
豊
橋
商
工
会
議
所
副
会
頭
、
会
頭
、
相
談
役

を
歴
任
し
て
、
永
き
に
わ
た
り
地
域
経
済
界
を

神野信郎さんが
豊橋市名誉市民になります

■
主
な
受
賞
歴

昭
和
59
年　

紺
綬
褒
章

平
成
2
年　

藍
綬
褒
章

平
成
4
年　

愛
知
県
表
彰

平
成
4
年　

国
税
庁
長
官
表
彰

平
成
7
年　

大
蔵
大
臣
表
彰

平
成
11
年　

豊
橋
市
市
勢
功
労
者
表
彰

平
成
14
年　

勲
三
等
旭
日
中
綬
章

平
成
19
年　

中
国
南
通
市
栄
誉
賞

平
成
20
年　

渋
沢
栄
一
賞

平
成
22
年　

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
功
労
勲
章
功
労
十
字
小
綬
章

平
成
23
年　

豊
橋
技
術
科
学
大
学
名
誉
博
士
号　

神
か み の

野 信
の ぶ お

郎さん
　中部ガス㈱ 相談役

　昭和 5 年 8 月 2 日生（85 歳）
　八町通四丁目

式典第一部

■
略
歴

昭
和
43
年　

㈳
日
本
青
年
会
議
所
会
頭

昭
和
50
年　

中
部
瓦
斯
㈱
代
表
取
締
役
社
長

昭
和
54
年　

中
部
経
済
連
合
会
副
会
長(

そ
の
後
同
会
長
代
行
）

昭
和
54
年　

愛
知
県
教
育
委
員
会
委
員
長

昭
和
57
年　

豊
橋
商
工
会
議
所
会
頭

昭
和
57
年　

㈻
藤
ノ
花
学
園
理
事

昭
和
57
年　

（福）
豊
橋
市
福
祉
事
業
会
理
事

昭
和
57
年　

㈻
愛
知
大
学
理
事
・
評
議
員

昭
和
57
年　
三
河
港
振
興
会
会
長　
　
　

昭
和
59
年　

㈳
東
三
河
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
長

昭
和
59
年　

㈳
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
連
盟
会
長　
　
　
　
　

昭
和
59
年　

㈶
豊
橋
善
意
銀
行
会
長

昭
和
61
年　

㈳
東
三
河
法
人
会
会
長

昭
和
61
年　

東
三
河
開
発
懇
話
会
会
長

平
成
2
年　

㈱
サ
イ
エ
ン
ス
・
ク
リ
エ
イ
ト
代
表
取
締
役
社
長

平
成
10
年　

国
際
自
動
車
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
研
究
会
会
長　
　
　
　
　
　
　

平
成
11
年　

㈶
豊
橋
市
国
際
交
流
協
会
会
長

平
成
12
年　

豊
橋
日
独
協
会
会
長

平
成
15
年　

全
国
日
独
協
会
連
合
会
副
会
長

平
成
16
年　

国
立
大
学
豊
橋
技
術
科
学
大
学
理
事

リ
ー
ド
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
文
化
活
動
に

力
を
注
ぎ
、
国
際
交
流
の
進
展
、
教
育
や
福
祉

の
振
興
な
ど
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
豊
か
な
知
識

と
経
験
を
い
か
し
、
広
く
こ
の
地
域
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
港
や
道
路
な
ど

の
産
業
基
盤
の
整
備
や
、
産
学
官
連
携
の
諸
事

業
の
推
進
、
中
心
市
街
地
の
再
開
発
、
東
三
河

や
三
遠
南
信
地
域
連
携
の
推
進
な
ど
に
尽
力
す

る
と
と
も
に
、
豊
橋
技
術
科
学
大
学
の
開
学
、

愛
知
万
博
の
誘
致
、
中
部
国
際
空
港
の
建
設
な

ど
大
き
な
事
業
を
成
功
に
導
き
、
広
い
識
見
を

持
っ
て
指
導
力
と
実
行
力
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
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